
 

 

 

 

 

『 家族 』（１月８日全校集会より） 

中野中学校長 竹之内 勝 

 

おはようございます。２０２５年、令和７年、へび・巳
み

年がスタートしました。昨年より更に、

「み力あふれるいい年」になります。今年もにょろしくお願いします。 

後期後半の始まりにあたり、今日も笑顔の皆さんと会うことができ、とてもうれしく思って

います。冬休み中も、家庭での役割や学習、部活動などに努力した生徒

がたくさんいました。３年生は進路決定に向けて、２年生は最高学年への

スタートに向けて、１年生は憧れの先輩となる準備に向けて、しっかり態

勢が整っている姿を嬉しく思います。様々な人が一体となり、改めて、大

きな成果を感じています。 

さて、新年最初の朝礼は、「家族」について話します。 

お正月には、家族と過ごしたり親戚と会ったりする機会が多かったことと思います。時に、

いやな部分や面倒な部分もあるでしょうが、理屈ではない信頼感は深く、「やはり家族ってい

いな。」との思いを確認するのも、お正月のよさです。 

私たちは、学校で出会った仲間や友人など、血縁関係がなくとも家族と同様の信頼関係で

結ばれている「家族」をいくつももっています。よく「○○ファミリー」「○○組」「○○軍団」「○

○同盟」などと呼ばれ、その関係は、何ものにも代えられない大きな力となっています。「○○

チルドレン」なども、兄弟姉妹に例えられるその一つでしょう。家族の喜びは自分の喜びであ

り、自分の喜びは家族の喜びです。家族は喜びを大きくし、家族は苦しみを分かち合い小さく

することができます。 

今年も様々な出会いがあることでしょう。これまでに築いてきた「家族」との信頼関係を更

に深めながら、新たな「家族」を更に築いていきましょう。そのような「家族」をたくさんもつこ

とこそ、豊かな人生につながります。 

そして、私たちは「中野中ファミリー」です。今年度末までの約３ヶ月、「中野中ファミリー」の

絆を更に深め、その絆がエネルギーになることを願っています。 

そんな中、困ったことや悩み、不安があったら、信頼できる３人以上の大人にＳＯＳを出して

ください。信頼できる大人が見つからない場合は、iPad にダウンロードした「中野区ＳＮＳ相

談窓口 『STADND BY』」をはじめ、メールや電話相談でＳＯＳを出してください。年末に、

GoogleClassroom の各クラスに添付した電話や、メールによる相談先を、ぜひ利用してく

ださい。 

そして、本日この後、スクールカウンセラーの先生から、皆さんへのアンケートがあります。

学校のことや友人のことのみならず、家庭のことでも何でも構いません。「ＳＯＳ」を出すこと

が、様々な悩みを解決する第一歩です。 

ホームページ ＵＲＬ http:nk-nakano-j.ala9.jp 

教育目標 英知の風かおり 友愛の情ふかく 精励の志つねに 

令和７年１月 31日（金） 発行 第９号 



では、本年第１回の意見交流テーマです。「み」「ど」「し」で、ポジティブ（前向き）作文をつく

ってください。 

例として、「みんなが楽しい」「どラマチックな」「しん化の一年」 いかがでしょうか。 

みんなへ伝えるように、担任の先生から指示された交換ノート等に書いてください。意見交

流後、更によい考えをもって、校長室に来てくれることを心待ちにしています。 

２０２５年、令和７年も、「ＦＯＲ ２０５０（２０５０年に向けて）」のもと、みんなの笑顔が重なり

合う 幸せな年としましょう。 

後期後半も、みんなが笑顔の毎日を送っていきましょう。 
 

令和６年度保護者アンケートの集計結果について（単位：人） 

今年度は、3３３件（回答率 8４％）の回答をいただきました。アンケートにご協力くださり、ありがと

うございました。アンケートの各設問についての評価をご報告いたします。 

※質問やご意見についての回答は次回に掲載します。 

 

設問１：お子様は、充実した学校生活を送っている。 

 

 

 

設問２：学校は、デイリィライフの活用、全校朝読書、人権週間、食欲体力向上週間等の実施など、 

特色ある教育活動を推進している。 

 

 

 

設問３：学校は、一人ひとりの生徒の良さや可能性を伸ばす教育活動を行っている。 

                                           

                         

 

設問４：学校は、少人数指導、学習規律の指導、補充教室の実施、タブレット端末の活用を行い、 

基礎・基本を身に付けさせている。 

 

 

 

設問５：学校は、授業目標の提示やまとめ、ICT活用等を行い、生徒の関心や意欲を引き出す工夫を 

している。 

 

 

 

設問６：学校は、総合的な学習や人権・税の作文等の発表を通して、生徒に人とかかわったり、自分の 

考えを伝えたりする力を育てている。 

 

 

 

設問７：学校は、体力向上週間、給食残食調査、食育講演会、保健だより等で健康づくり、体力づくりを 

進めている。 

 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９１．５％ →９２．０％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８４．４％ →９２．９％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８６．３％ →８６．８％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８８．６％ →８６．６％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８９．９％ →８６．３％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９０．３％ →９０．７％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８３．１％ →８３．９％ 



 

設問８：学校は環境問題にかかわる教育活動を行っている。 

 

 

 

設問９：学校は、思いやりや優しい心を育てている。 

 

 

 

設問 10：学校は、生徒の自他の生命を大切にする態度を育てている。 

 

 

 

設問 11：学校は、全校集会（オンライン）や学年集会、道徳授業等を通して、生徒に規範意識を 

向上させ、社会のルールを守る態度を育てている。 

 

 

 

設問 12：学校は、保護者会、学校説明会、学校だより、ホームページ等を通して、教育目標や経営方針 

を保護者や地域にわかりやすく伝えている。 

 

 

 

設問 13：学校は、保護者や地域の方の意見や要望を受け止め、学校改善に生かそうとしている。 

 

 

 

設問 14：学校は、地域・保護者と協力しながら子どもを教育している。 

 

 

 

設問 15：学校は、学校公開等の機会や学校だより、ホームページ、学校メール等で、学校の様子を 

地域や保護者に知らせるなど、開かれた学校づくりに努めている。 

 

 

 

設問 16：学校は、三者面談、電話連絡、カウンセラーや心の教室相談員の活用、いじめや 

体罰アンケートを通して子どもや保護者の悩みや相談に応じている。 

 

 

 

設問 17：学校は、避難訓練や安全指導、SNS教室（セーフティ教室）、救命講習（３月）等を実施し、 

子どもの安全を守る取り組みを行っている。 

 

 

 

設問 18：学校は、時間厳守、環境整備、挨拶等の指導や各種教育活動に熱意をもって指導している。 

 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９３．２％ →９１．１％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９２．４％ →８８．０％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９１．６％ →９０．０％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９３．５％ →９３．５％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９３．７％ →９４．０％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９３．１％ →８６．５％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９７．７％ →８８．５％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８１．１％ →８６．９％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９６．４％ →９０．０％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

７９．０％ →８８．３％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８５．７％ →９２．９％ 



 

設問 19：教職員は、来校時や電話などの際には、親切・丁寧に対応している。 

 

 

 

設問 20：学校は、すぐーる、学校だより、学年だより、各種通信、通知表、三者面談等を通して 

一人一人の生徒の学習状況や生活の様子をわかりやすく伝えている。 

 

 

 

設問 21：学校は、特別支援教育や発達障がい等に関して、保護者への説明を行っている。 

 

 

 

設問 22：学校は、学校施設の整備や校内環境の美化に努めている。 

 

   

 

設問 23：学校は、将来の夢講演、高校の先生の話を聞く会、職業調べ、働く人の話を聞く会等を実施

し、生徒に将来に向けての生き方を考えさせ、計画的な進路指導を行っている。 

 

 

 

設問 24：学校は、複数顧問や外部指導員の活用、部活動保護者会等を実施し、部活動の充実に 

      努めている。 

 

 

 

設問 25：学校は土曜授業の実施方法を工夫するなどして、教育内容の充実に努めている。 

 

 

 

設問 26：学校は、オープンキャンパスや乗り入れ指導を通して、生徒に中学生になった自覚を 

もたせたり、自己有用感を高めたりしている。 

 

 

 

設問 27：学校は、オープンキャンパスや乗り入れ指導を通して、授業改善に努め、生徒の学力向上、 

体力向上、心の教育の充実を図っている。 

 

 

 

設問 28：学校は、保幼小中連携教育のねらいや様子を、保護者に分かりやすく伝えている。 

 

 

 

設問 29：学校は、幼稚園・保育園・小学校との接続や連携を大切にした教育を視点に授業改善に 

努めている。 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９９．３％ →９７．２％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９３．７％ →９０．５％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９９．０％ →９４．７％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８７．１％ →８９．０％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８９．３％ →９１．８％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８３．９％ →８２．０％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

８８．９％ →８８．２％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

７７．５％ →７７．０％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９２．７％ →９０．５％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

９３．７％ →９３．２％ 

肯定的な回答 

R5    →R6  

７８．６％ →８７．０％ 


